
特色

特色

 

特色

特色

センター長
岡田 克典

　先端医療技術トレーニングセンターは、実験動物を用いた手術トレーニングの施設として、2013年9月に開所した施設
です。当院では、2007年より動物実験棟において、初期研修医や若手医師を対象としたブタを用いた外科手術トレーニン
グを行ってきました。毎回、好評であったため大学病院の研修医のみならず、艮陵協議会加盟病院の研修医にも門戸を広
げ徐々に回数を増加し継続してきました。また、上級医向けに、呼吸器外科、消化器外科、呼吸器内視鏡、外傷外科などの、
より高度なトレーニングコースも開始し、多くの方に利用されてきました。現在、専用の施設としては全国初の「先端医療技
術トレーニングセンター」が開所したことにより、より幅広く医師や医療関係者に利用していただき、実際の患者さんに接す
る前にトレーニングをすることで、医療安全や治療成績向上に寄与できるものと考えています。将来的には、新しい手術機
器や手術方法などの先端医療技術を開発・経験する場としても利用できることを願っています。

初期研修医のための外科手術トレーニング

連絡先　022-717-7765
ホームページ　http://www.astc.med.tohoku.ac.jp/index.html

先端医療技術
トレーニングセンター

　メディカル ITセンターは、当院における電子カルテや医事システム等、病院情報システムの管理・運営・改善を行ってい
ます。一方、地域医療への貢献としては、宮城県内の病院や診療所、薬局および介護施設の医療介護情報をネットワーク
で結んで連携する『みやぎ医療福祉情報ネットワーク（MMWIN）』の運用や改善にも携わっています。もともと震災を教訓と
したカルテのデータバックアップシステムとして構築され、現在は連携している医療機関で患者さんの病名、処方、検査、
画像などのデータを確認することができ、他に、透析、眼科、脳卒中のサブシステムも備えています。現在はコロナ対策に
も用いられています。令和３年４月1日時点で同意患者登録数は10万人を超え、データとしては延べ1,550万人分、総数6.8
億件が登録されています。『かかりつけ医』や『かかりつけ薬剤師』の間で診療に必要な情報を共有でき、より良い医療連携
の下で患者さんの診療を行うシステムが宮城県で展開されていますので、是非活用していただきたいです。

連絡先　022-717-7504（メディカル ITセンター受付）

部長
中山 雅晴

メディカル ITセンター

MMWINホームページへMMWINロゴマーク

がんゲノム診断カンファレンス バイオバンク説明ブース

連絡先　022-717-8480
ホームページ　http://www.p-mec.hosp.tohoku.ac.jp

特色
　当センターは2017年4月に設置され、患者さんのゲノム・オミックス情報を活用してひとりひとりに最適な治療を提案
する「個別化医療」を開発・推進する取り組みを行い、一部は実臨床として実施しています。当センターは指定国立大学で
ある本学の「世界トップレベル研究拠点 ③未来型医療」プロジェクトを担う未来型医療創成センターのフロントラインとし
て、最新医学知識と基礎医学研究の基盤を有する医学系研究科や世界に先駆けたゲノムコホート研究を進める東北メディ
カル・メガバンク機構と連携して「個別化医療」を推進します。具体的な取り組みとして、次世代のゲノム医療の開発目的
に当センターが窓口となる疾患バイオバンクを立ち上げゲノム・オミックス解析をスタートしました。また、東北地方唯一
のがんゲノム医療中核拠点病院（厚生労働省指定）として、保険医療下でがんゲノム医療の専門家会議を定期開催していま
す。なお、本プロジェクトの推進に篤志家様から東北大学基金に医療や医学教育・研究の発展を目的に、寄せられたご遺
贈寄付を活用させていただいています。

個別化医療センター

センター長
石岡 千加史
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